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古
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に
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け
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量
と
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話
的
圖
像
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林

巳
　
奈
　
夫

　
一
九
八
六
年
、
四
川
省
成
都
市
の
北
約
四
〇
キ
ロ
の
広
漢
娯
三
星
堆
遺
蹟

で
二
つ
の
祭
紀
坑
が
発
掘
さ
れ
た
。
地
方
色
の
濃
い
青
銅
像
、
玉
器
、
象
牙
、

動
物
の
骨
な
ど
が
大
量
に
投
入
さ
れ
て
を
り
、
遺
物
に
み
な
火
で
焼
か
れ
た

痕
が
あ
る
所
か
ら
、
燦
の
ご
と
き
火
で
焼
く
祭
祀
に
使
っ
た
あ
と
の
残
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

埋
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
る
る
。
こ
こ
で
最
初
に
と
り
上
げ
る
「
神
樹
花

果
」
は
第
二
号
坑
の
出
土
で
あ
る
が
、
年
代
は
同
出
の
遺
物
か
ら
股
白
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
を
り
、
大
体
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
と
見
て
よ
い
と
考
へ

る
。
神
樹
は
壊
れ
て
出
土
し
た
が
三
本
分
あ
り
、
二
本
は
大
、
一
本
は
小
、

　
　
　
　
　
③

と
報
告
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
等
一
九
八
九
、
一
一

頁
お
よ
び
陳
顕
丹
一
九
八
九
、
二
〇
頁
の
記
述
に
よ
る
と
次
の
ご
と
き
も
の

で
あ
る
。

　
大
型
の
二
本
の
内
K
2
、
桝
の
方
は
基
部
に
ラ
ッ
パ
状
の
座
が
あ
る
（
図

1
）
。
そ
れ
に
は
三
枚
の
鰭
状
の
も
の
が
っ
き
、
そ
の
間
に
透
彫
が
あ
る
。

鰭
の
間
に
外
に
向
っ
て
坐
る
高
さ
二
〇
セ
ン
チ
の
人
像
が
配
せ
ら
れ
、
人
像

は
方
形
の
台
の
上
に
載
る
。
現
在
工
体
で
あ
る
が
、
も
と
は
三
体
あ
っ
た
ら

う
、
と
い
ふ
。
主
幹
は
太
さ
七
・
五
セ
ン
チ
、
台
座
の
上
方
一
六
セ
ン
チ
の

所
に
鎧
か
に
上
向
に
な
っ
た
三
本
の
枝
が
出
る
。
こ
の
方
の
も
と
の
全
高
に

つ
い
て
は
発
表
さ
れ
て
み
な
い
。
頂
上
に
付
け
ら
れ
た
「
花
果
」
は
図
2
が

そ
れ
ら
し
い
。
次
の
も
の
の
復
原
品
に
付
く
の
は
図
2
と
形
が
や
や
違
ふ
か

ら
、
二
本
あ
る
内
か
ら
消
去
す
る
と
こ
れ
し
か
残
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
も
う
一
本
の
K
2
、
甥
の
方
も
ラ
ヅ
パ
形
の
座
の
上
方
一
〇
セ
ン
チ
の
所

に
や
や
上
向
の
枝
が
三
本
出
る
。
幹
は
復
原
高
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
に
達

す
る
。
成
都
の
四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
の
建
物
の
中
庭
に
一
九
九
〇
年
九

月
置
建
造
中
で
あ
っ
た
復
原
模
造
品
（
図
3
）
は
こ
の
方
で
あ
る
。
台
座
の

形
が
平
だ
め
で
、
図
1
と
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
小
型
の
も
の
は
登
記
番
号
が
発
表
さ
れ
て
み
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
陳
顕

　
　
　
　
　
④

丹
氏
に
よ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
比
較
的
小
型
で
、
二
本
の
木
が
枝
を

縄
の
や
う
に
絡
み
合
せ
て
立
ち
、
鳥
身
寄
首
書
が
こ
の
樹
の
上
に
と
ま
っ
て



中國古代における日の星と紳話的圖像（林）

図1　青銅神樹の座，広漢三星堆2号坑

図3　青銅神樹花果模造品，四
　　川省文物管理委員会中庭

図2　青銅神樹花果，広漢三星堆2号坑

み
た
、
と
。

　
二
本
の
大
型
の
樹
に
つ
い
て
は
ま
た
総
括
的
に
次

の
や
う
に
記
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、
こ
れ
ら
の
木
の

上
に
は
枝
、
葉
、
花
、
果
実
、
飛
禽
走
獣
と
鈴
が
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
つ
け
ら
れ
て
る
た
、
と
。
ま
た
樹
枝
に
は
直
径
約

九
・
六
セ
ン
チ
ば
か
り
の
玉
瑳
、
銅
瑳
、
珠
形
器
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
掛
け
ら
れ
て
み
た
と
も
記
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
樹
の
詳
細
な
作
り
、
特
に
そ
れ
に
付
け
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ら
れ
て
る
だ
と
い
ふ
鳥
獣
、
瑳
、
合
繊
に
つ
い
て
は
正
式
な
発
表
の
な
い
規

在
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
。
筆
老
が
こ
こ
で
注
費
し
た
い
の
は
、

大
型
の
二
本
の
方
の
、
真
薩
な
高
い
幹
の
頂
上
に
大
き
な
「
花
果
」
の
つ
い

た
、
そ
の
樹
木
と
し
て
は
異
常
な
形
態
で
あ
る
。

　
発
掘
者
の
陳
並
数
氏
は
『
山
海
経
』
等
に
出
て
く
る
鱗
木
、
若
木
、
建
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

等
の
記
述
を
引
き
、
こ
れ
ら
の
樹
を
そ
の
類
と
考
へ
て
る
る
。
こ
れ
ら
の
木

の
出
土
遺
蹟
か
ら
そ
れ
を
宗
教
と
関
係
あ
る
も
の
と
考
へ
、
こ
れ
に
付
け
ら

れ
て
み
た
鳥
、
動
物
、
鈴
、
瑳
等
が
祭
祀
に
当
っ
て
そ
れ
に
掛
け
ら
れ
た
と

し
、
文
献
に
出
て
く
る
そ
れ
ら
の
木
を
こ
れ
に
当
て
た
の
で
あ
る
。
見
当
は

そ
の
方
向
で
良
い
と
考
へ
る
。
然
し
『
山
海
経
』
に
出
て
く
る
神
話
的
な
木

は
そ
れ
ら
に
限
ら
れ
な
い
。
ま
た
宗
教
に
係
り
の
あ
る
木
と
い
ふ
と
、
別
に

例
へ
ば
社
の
木
の
や
う
な
も
の
が
直
ち
に
思
ひ
起
さ
れ
よ
う
。
必
要
な
こ
と

は
、
先
づ
三
星
堆
二
号
坑
の
青
銅
製
の
樹
木
が
、
他
の
樹
で
は
な
く
、
特
定

の
若
木
等
の
類
に
当
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
で

あ
ら
う
。
次
に
こ
れ
を
試
み
る
。

　
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
に
扶
木
が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
や
う
に
あ

る
。　

大
荒
之
中
有
山
、
名
日
替
揺
額
抵
、
上
有
黒
木
、
柱
三
百
里
（
柱
猶
起
高

　
也
…
…
〔
以
下
『
山
海
経
』
引
用
文
の
括
弧
内
は
晋
の
郭
瑛
の
注
〕
、
説
話

　
如
芥
、
有
谷
日
癖
馬
（
万
丈
即
湯
谷
也
）
、
湯
谷
上
有
扶
木
（
扶
桑
在
上
）
、

　
一
日
方
至
一
日
方
響
（
言
交
会
相
猛
悪
）
、
皆
載
干
鳥
（
中
有
三
足
烏
）

と
。
す
な
は
ち
中
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
山
が
あ
り
、
攣
揺
頑
叛
と
呼
ば

れ
る
、
上
に
扶
木
が
あ
る
。
高
く
立
ち
上
る
こ
と
三
百
里
で
あ
る
（
柱
と
い

ふ
の
は
高
く
立
ち
上
る
と
い
ふ
や
う
な
意
味
）
。
谷
が
あ
り
、
温
源
と
呼
ば

れ
る
（
温
源
は
す
な
は
ち
湯
谷
で
あ
る
）
。
湯
谷
の
上
に
島
木
が
あ
る
（
扶
桑

が
上
に
あ
る
）
。
一
個
の
臼
が
到
着
す
る
と
一
個
の
臼
が
出
発
す
る
（
互
ひ
に

出
会
っ
て
入
れ
替
る
の
で
あ
る
）
。
み
な
烏
を
の
せ
て
み
る
（
中
に
三
足
の
烏

が
み
る
）
、
と
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
話
で
あ
る
が
、
宿
木
が
「
写
す
る
こ

と
三
百
里
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
柱
の
や
う
に
立
ち
上
り
、
長
さ

が
三
百
里
と
い
ふ
大
変
な
高
さ
と
い
ふ
。
三
星
堆
の
「
神
樹
」
の
ひ
よ
う
長

い
柱
状
の
幹
が
想
起
さ
れ
る
。
注
に
扶
木
を
扶
桑
と
言
ひ
か
へ
て
み
る
。
『
山

海
経
』
の
海
外
東
経
に

　
上
有
湯
谷
、
湯
谷
上
有
扶
桑

と
、
す
な
は
ち
下
に
湯
谷
が
あ
り
、
湯
谷
の
上
に
扶
桑
が
あ
る
、
と
湯
谷
の

上
に
あ
る
木
を
扶
桑
と
言
っ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
扶
桑
は
ま
た
榑
桑
と
も

書
か
れ
た
。
『
説
文
』
易
部
に

　
鍛
、
日
初
出
東
方
湯
谷
所
登
榑
桑
、
鍛
木
也

と
、
す
な
は
ち
、
ゑ
は
、
日
が
東
方
湯
谷
に
出
て
登
る
所
の
思
至
で
織
木
で

あ
る
、
と
あ
り
、
湯
谷
の
所
で
日
が
登
る
樹
は
榑
桑
と
も
書
か
れ
、
そ
れ
が

六
木
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
昂
木
は
若
木
と
も
書
か
れ
る
。
『
山
海
経
』
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中國古代における日の羅と瀞話的圖像（林）

大
荒
北
経
に

　
大
荒
之
中
有
衡
石
山
九
陰
山
洞
野
之
山
、
上
有
赤
樹
、
脊
葉
赤
華
、
名
匠

　
若
木
（
生
昆
命
西
、
附
西
極
、
其
華
光
赤
割
去
地
）

と
、
す
な
は
ち
、
中
国
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
衡
石
山
、
九
陰
山
、
玉
野
之

山
が
あ
り
、
上
に
赤
い
樹
が
あ
る
。
青
い
葉
と
赤
い
花
が
つ
き
、
若
木
と
呼

ば
れ
る
（
昆
命
の
西
に
生
え
、
西
の
天
の
極
（
棟
木
）
に
附
い
て
を
り
、
そ

の
花
は
赤
く
輝
き
、
下
の
大
地
を
照
す
）
と
あ
る
。
郵
鎌
行
は
『
山
海
経
箋

疏
』
に
こ
の
郭
瑛
の
注
は
本
来
本
文
で
あ
っ
た
も
の
が
誤
っ
て
注
と
さ
れ
て

み
る
こ
ど
を
証
し
て
み
る
。
扶
桑
の
別
名
で
あ
っ
た
若
木
が
中
国
の
西
、
遙

か
遠
い
所
に
あ
っ
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
中
国
の
西
の
果
に
あ
る
方
の

若
木
は
日
の
沈
む
所
に
あ
る
。
『
潅
南
子
』
墜
形
訓
に

　
若
木
在
建
木
西
、
末
有
十
罠
、
其
華
照
下
地
（
末
、
端
也
、
若
木
端
有
十

．
日
、
状
如
蓮
華
、
華
猶
光
也
、
光
照
下
也
〔
以
下
『
潅
南
子
』
引
用
文
中

　
の
括
弧
内
は
後
漢
の
引
導
の
注
〕
）

と
、
す
な
は
ち
、
若
木
は
心
木
（
建
軍
に
つ
い
て
は
注
⑨
参
照
V
の
西
に
あ

る
。
“
梢
に
十
の
罠
が
あ
り
、
そ
の
光
は
下
の
大
地
を
照
す
（
末
と
は
端
の
こ

と
で
あ
る
。
若
木
の
端
に
十
の
臼
が
あ
る
。
そ
の
有
様
は
蓮
の
花
の
ご
と
く

で
あ
各
．
華
と
は
光
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
光
が
そ
の
下
を
照
す
の
で
あ

出
馬
と
。
r
東
か
ら
到
着
し
た
日
が
十
個
梢
に
あ
る
と
い
ふ
。
日
は
ま
た
東
か

ら
天
に
昇
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
順
に
こ
こ
か
ら
降
り
る
と
考
へ
ら
れ
た
に
相

違
な
い
。
こ
こ
に
は
日
が
そ
れ
を
伝
っ
て
沈
む
と
は
書
い
て
な
い
が
、
昇
る

時
に
は
扶
桑
を
「
登
る
」
と
あ
る
。
雨
衣
の
『
説
文
』
の
鼓
の
条
に
さ
う
記

さ
れ
、
ま
た
『
潅
南
子
』
天
文
訓
に

　
　
　
　
⑧

　
日
出
干
賜
谷
…
…
登
干
扶
桑

と
、
す
な
は
ち
、
日
は
蝪
（
湯
）
谷
よ
り
出
…
…
扶
桑
に
登
る
、
と
あ
る
。

扶
桑
を
伝
っ
て
登
っ
て
ゆ
く
と
解
さ
れ
る
。
西
方
の
若
木
の
場
合
も
こ
れ
と

逆
に
、
こ
の
木
を
伝
っ
て
下
降
し
た
と
考
へ
て
よ
か
ら
う
。

　
以
上
、
中
国
の
東
と
西
の
遙
か
遠
い
所
に
扶
桑
、
若
木
と
呼
ば
れ
る
恐
ろ

し
く
高
い
柱
状
の
木
が
あ
っ
て
、
そ
の
先
端
に
は
蓮
の
花
の
や
う
な
光
り
輝

く
花
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
伝
っ
て
日
が
天
に
昇
り
、
ま
た
天
か
ら
降

っ
た
、
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
こ
れ
は
西
暦
紀
元
前
一
千

年
紀
の
晩
い
時
期
が
ら
紀
元
後
二
～
三
百
年
の
頃
に
今
の
形
を
と
っ
た
文
献

の
中
の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
木
は
そ
れ
よ
り
千
年
ほ
ど
遡
る
時
期
の
三
星

堆
の
細
長
い
柱
状
の
幹
の
上
に
大
き
な
花
を
つ
け
た
「
神
樹
」
そ
の
も
の
で

あ
る
。
形
に
小
異
の
あ
る
も
の
が
二
本
出
て
み
る
。
或
い
は
夫
々
東
と
西
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

若
木
に
当
る
と
考
へ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
や
う
に
三
星
堆
の
神
樹
が
後
世
の
記
録
に
の
こ
る
若
木
と
同

じ
性
格
の
木
だ
と
い
ふ
こ
と
が
証
明
で
き
た
、
と
い
ふ
こ
と
位
は
別
に
ど
う

と
い
ふ
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
を
と
っ
た
の
は
、
そ
の
や
う
な
木

は
何
と
神
話
の
世
界
に
留
ら
ず
、
運
が
よ
け
れ
ば
現
代
の
我
々
も
目
で
見
る
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図4　太陽柱，Greenler
　　1980より

図5　太陽柱と幻日，そ

　　のコンビa一ター・
　　シュミレイショ．ン，

　　Greenler　1980　より
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中國古代における日の最と瀞話的圖像（林）

こ
と
が
で
き
る
、
と
い
ふ
驚
き
を
伝
へ
た
い
た
め
で
あ
る
。
図
4
、
5
は
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

陽
の
蟻
の
一
種
で
あ
る
太
陽
柱
の
写
真
で
あ
る
。
日
の
上
下
に
光
の
柱
が
立

ち
、
日
の
昇
る
に
つ
れ
柱
も
昇
る
。
日
は
太
陽
柱
を
伝
っ
て
昇
る
。
図
6
の

太
陽
柱
の
上
に
は
三
星
堆
の
神
樹
の
「
花
果
」
に
当
る
も
の
ま
で
写
っ
て
み

る
で
は
な
い
か
。
も
と
の
写
真
は
カ
ラ
ー
で
、
太
陽
柱
は
夕
焼
色
に
赤
い
。

『
山
海
経
』
大
荒
北
経
に
若
木
に
つ
い
て
「
赤
樹
」
と
あ
っ
た
の
は
こ
れ
で

あ
る
。
上
の
花
は
下
が
赤
く
上
が
青
く
、
虹
の
一
部
の
や
う
な
色
舎
を
帯
び

て
み
る
。
『
准
南
子
』
仮
丁
訓
に
そ
の
花
の
光
が
そ
の
下
を
照
す
、
と
あ
っ

た
。
地
平
線
近
く
で
太
陽
柱
が
現
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
て
太
陽
が
天
に
昇
り
、

ま
た
そ
れ
に
沿
っ
て
沈
む
の
を
み
て
、
古
人
が
恐
ろ
し
く
高
い
赤
色
の
木
の

幹
が
東
西
の
遙
か
遠
く
の
世
界
の
果
に
あ
り
、
そ
れ
を
伝
っ
て
日
が
昇
り
、

降
る
と
考
へ
た
の
は
全
く
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

　
我
々
は
蜷
と
い
ふ
と
太
陽
の
周
囲
を
囲
む
円
い
澱
を
思
ひ
起
し
、
筆
老
は

ご
く
最
近
ま
で
他
に
も
各
種
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
図
7
は
正
野

一
九
五
八
よ
り
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
太
陽
柱
は
こ
の
図
の
L
し
で
、
そ

れ
と
D
D
の
交
点
の
所
が
太
陽
で
あ
る
。
図
6
の
太
陽
柱
の
上
方
の
花
の
形

　
　
　
　
　
　
　
⑪

は
E
E
の
上
端
切
弧
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
引
い
た
や
う
な
太
陽
柱
と
か
上
端
切
弧
も
含
め
た
各
種
の
量
の
現

象
は
、
歴
史
時
代
に
入
る
と
善
悪
の
ぎ
ざ
し
、
吉
凶
を
天
が
人
間
に
示
す
も

の
と
し
て
政
府
の
専
門
の
官
に
よ
っ
て
常
に
観
察
さ
れ
て
み
た
。
『
周
礼
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

春
宮
、
砥
陵
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
十
種
類
の
揮
、

即
ち
輩
の
中
か
ら
今
問
題
の
も
の
と
確
か
に
決
め
う
る
名
称
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
他
の
テ
キ
ス
ト
に
は
あ
る
。
『
開
元
占
経
』
巻
七
、

日
占
三
に
「
日
直
」
の
項
が
あ
り
、

　
越
畑
日
、
日
直
赤
井
徐
、
正
立
日
月
之
傍
、
名
為
直
、
其
分
有
自
立
者
。

と
、
す
な
は
ち
、
石
女
曰
は
く
、
日
の
直
は
赤
く
し
て
丈
絵
、
日
月
の
傍
に

正
立
す
。
名
づ
け
て
直
と
な
す
。
そ
の
分
る
る
は
自
立
す
る
も
の
あ
る
な
り
、

と
。
真
直
で
赤
く
、
立
っ
て
る
る
と
い
ふ
の
は
よ
い
が
、
「
傍
に
あ
る
」
と

い
ふ
と
上
下
の
端
に
あ
る
と
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
左
右
に
二
本
あ
る

や
う
に
も
取
れ
る
。
同
所
に
は
つ
づ
い
て

　
夏
氏
日
、
日
薩
、
直
者
正
盧
在
日
上
下
左
右
、
主
直
臣
自
立
也
…
…

と
、
す
な
は
ち
、
夏
氏
曰
は
く
、
日
の
直
。
直
と
は
正
真
に
し
て
臼
の
上
下

左
右
に
あ
る
な
り
。
直
な
る
臣
の
自
立
す
る
を
贈
る
、
と
。
日
の
上
下
と
左

右
に
あ
る
と
い
ふ
。
そ
れ
を
図
に
し
た
の
が
図
8
で
あ
る
。
上
下
に
あ
る
と

い
ふ
の
は
前
引
の
太
陽
柱
に
相
違
な
い
。
左
右
に
あ
っ
て
直
立
す
る
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
、
図
1
0
に
引
い
た
シ
ュ
ミ
ン
イ
シ
ョ
ソ
の
図
で
パ
リ
ー
弧
の
4
0
の
欄
の
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

側
に
斜
め
に
あ
る
や
う
な
も
の
に
当
ら
う
か
。
な
ほ
こ
の
図
の
中
の
実
線
の

円
は
日
の
内
蛾
（
図
7
、
A
）
の
範
囲
を
示
す
。
図
9
に
引
い
た
『
管
窺
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

要
』
で
は
今
の
「
直
」
が
直
虹
と
呼
ば
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
太
陽
柱
に
つ
い
て
「
ご
く
寒
い
地
方
に
起
る
」
と
記
さ
れ
る
が
、
中
国
世
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界
で
太
陽
柱
が
観
察
さ
れ
て
み
た
こ
と
は
以
上
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ら
う
。

　
図
6
で
太
陽
柱
の
上
に
競
れ
て
み
た
上
端
切
弧
は
「
戴
」
と
呼
ば
れ
て
み

る
。
『
晋
書
』
天
文
志
、
中
に

　
日
戴
者
、
形
如
簾
状
、
其
上
微
起
、
在
日
上
為
戴
、
戴
者
徳
也

と
、
す
な
は
ち
、
日
の
戴
と
は
形
は
直
の
状
の
ご
と
く
し
て
、
そ
の
上
微
か

に
起
ち
、
臼
の
上
に
あ
る
を
戴
と
な
す
。
戴
と
は
徳
な
り
、
と
。
「
直
」
の

状
の
や
う
だ
と
い
ふ
の
は
前
引
の
二
種
の
直
の
内
、
真
赤
で
な
い
方
、
後
者

を
指
す
と
思
は
れ
る
が
、
上
が
少
し
持
ち
上
っ
て
み
る
と
い
ふ
か
ら
、
当
然

縦
で
な
く
横
向
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
図
1
1
の
A
の
パ
リ
…
弧
な
い
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

パ
リ
ー
弧
と
上
端
切
弧
の
合
は
さ
っ
た
B
、
C
の
や
う
な
も
の
が
こ
の
『
晋

書
』
天
文
志
の
記
述
と
合
ふ
と
思
は
れ
る
。
以
上
に
よ
り
、
図
6
の
太
陽
駐

の
上
方
に
現
れ
る
上
端
接
。
弧
な
い
し
こ
れ
と
パ
リ
ー
弧
の
重
な
っ
た
蟻
が
中

呂
世
界
で
注
意
さ
れ
て
る
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
と
考
へ
る
。

　
太
陽
柱
と
係
り
の
考
へ
ら
れ
る
伝
説
と
し
て
は
も
う
一
つ
銅
柱
、
昆
鉱
山

が
あ
る
。
『
太
平
御
覧
』
三
八
所
引
の
『
神
里
経
』
に

　
箆
裾
有
学
柱
心
、
其
高
入
天
、
所
謂
天
柱
也
、
囲
三
千
里
…
…

と
、
す
な
は
ち
、
義
血
に
銅
器
あ
り
、
そ
の
高
き
こ
と
天
に
入
る
。
所
謂
天

柱
な
り
。
囲
は
三
千
里
…
…
と
。
前
引
大
荒
西
経
の
若
木
は
昆
倫
の
西
に
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か
が
ね

え
て
み
た
「
赤
い
樹
」
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
銅
の
柱
で
昆
禽
に
立
つ
と
い

ふ
。
こ
れ
も
同
じ
莫
赤
な
太
陽
柱
が
核
と
な
っ
た
伝
説
に
相
違
な
い
。
ま
た

昆
倫
の
上
に
立
つ
の
が
柱
な
の
で
な
く
、
昆
森
山
そ
の
も
の
が
柱
状
だ
と
い

ふ
話
も
あ
る
。
郭
瑛
の
『
山
海
経
図
讃
』
に

　
昆
命
月
精
、
水
之
霊
府
、
半
者
下
都
、
西
老
爺
宇
、
燦
然
中
堅
、
号
田
天

　
桂
（
鄭
踏
行
の
『
箋
疏
』
に
い
ふ
ご
と
く
桂
は
柱
の
誤
り
）

と
、
す
な
は
ち
、
昆
命
は
月
の
精
で
あ
り
、
水
の
霊
府
で
あ
る
。
ま
た
天
帝

の
下
都
で
西
老
（
西
王
母
）
の
家
で
あ
る
。
に
よ
つ
き
り
と
そ
び
え
立
っ
て

る
て
、
天
柱
と
呼
ば
れ
る
、
と
。
図
／
2
は
擬
岩
画
像
石
墓
の
墓
室
入
口
の
左

右
の
柱
に
刻
ま
れ
た
西
王
母
（
左
）
と
東
王
公
（
右
）
の
像
で
あ
る
。
い
つ

れ
も
上
下
に
拡
が
っ
た
柱
の
上
に
坐
り
、
同
形
の
も
の
の
上
に
坐
っ
た
兎
お

よ
び
仙
人
が
庄
右
に
み
て
、
薬
を
届
い
て
み
る
。
夫
々
の
三
本
の
柱
状
の
も

の
は
下
で
つ
な
が
り
、
そ
の
基
都
と
柱
の
上
に
も
尖
っ
た
山
峰
が
刻
さ
れ
て

み
る
。
こ
の
柱
状
の
部
分
も
柱
で
は
な
く
、
山
の
一
部
と
し
て
画
か
れ
て
み

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
郭
瑛
の
『
山
海
経
図
讃
』
に
天
柱
と
号
さ
れ
る
、
と

い
ふ
厳
命
由
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
し
か
し
以
前
か
ら
考
へ
て
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
昆
難
山
は
な
ぜ
こ
の
や
う
な
柱
状
の
、
し
か
も
普

通
の
柱
で
は
あ
り
え
な
い
、
中
細
り
の
形
を
と
っ
て
み
る
の
か
、
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
こ
れ
が
太
陽
柱
を
原
形
と
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

図
5
の
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ
ソ
の
図
は
丁
度
図
1
2
の
原
形
に
ふ
さ
は
し
い
形
で

　
⑰

あ
る
。
図
1
2
で
こ
の
や
う
な
形
の
昆
命
山
の
上
に
坐
る
の
は
典
拠
が
あ
る
に
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中國古代における日の量と榊話的圏像（林）
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も
、
世
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の

東
の
果
に
み
る
東

王
公
ま
で
が
昆
倫

山
と
同
じ
形
の
山

の
上
に
坐
る
の
は
、

西
王
母
に
な
ぞ
ら

へ
て
の
こ
と
だ
ら

う
か
と
考
へ
て
る

た
。
し
か
し
西
王

母
の
坐
っ
て
み
る
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　　C），Greenler　1980　より

の
が
太
陽
柱
を
原
形
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
太
陽
柱
は
東
方
の
日
の

出
の
際
に
も
現
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
さ
う
あ
っ
て
よ
い
こ
と
だ
、
と

い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
。

　
さ
て
、
日
が
東
方
に
現
れ
た
柱
状
の
も
の
の
下
か
ら
現
れ
、
そ
れ
を
伝
っ

て
天
に
昇
っ
て
ゆ
き
、
ま
た
西
方
に
現
れ
た
同
様
の
も
の
を
伝
っ
て
天
か
ら

降
っ
て
ゆ
く
。
こ
れ
は
貰
常
誰
も
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
な
い

と
は
い
へ
、
『
墨
子
』
四
隅
篇
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
そ
こ
に
居
合
せ
た
者

で
見
な
い
者
は
な
く
、
遠
い
者
で
聞
か
な
い
者
は
な
い
、
明
々
白
々
た
る
事

実
で
あ
る
。
天
上
の
神
も
そ
れ
を
伝
っ
て
上
下
す
る
こ
と
は
毫
末
の
疑
ひ
も
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中國古代における日の量と紳話的圖像（林）

図12　西王母，東王公の坐る山，済南画像石墓

　　　　　　　　　　　　　　華蓋

　　図13
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神農，差額と建木，三段式神仙鏡
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図15　日の気が日を交り貫く図，

　　祥異賦』

『天元玉暦

な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
土
柱
の
あ
る
、

な
い
し
は
柱
の
形
を
し
た
昆
命
山
が
帝

の
下
都
と
さ
れ
る
の
は
、
天
上
に
み
る

帝
が
そ
れ
を
伝
っ
て
降
り
て
来
る
と
考

へ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
東
西
の
世
界

の
果
に
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
他
に
注

⑨
に
引
い
た
、
百
飯
に
わ
た
っ
て
枝
の

な
い
建
木
に
つ
い
て
も
、
大
々
が
そ
こ

を
通
り
過
ぎ
た
と
か
、
衆
帝
が
そ
こ
か

ら
上
下
し
た
、
と
言
は
れ
て
る
る
。
先

に
漢
鏡
の
図
柄
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
、
神
農
、
蒼
韻
と
共
に
表
は
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

み
る
樹
（
図
1
3
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
建
木
と
考
へ
た
。
そ
こ
に
坐
っ
て
み

る
に
つ
い
て
は
、
伝
っ
て
降
り
て
来
た
木
を
一
緒
に
か
き
添
へ
た
方
が
、
そ

こ
に
坐
っ
て
み
る
こ
と
を
理
解
し
易
い
と
考
へ
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、

と
い
ふ
解
説
を
つ
い
で
に
付
け
加
へ
た
方
が
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。
な
ほ
建
木

は
注
⑨
に
記
し
た
や
う
に
世
界
の
真
中
に
あ
る
も
の
で
、
枝
が
曲
り
く
ね
っ

て
み
る
と
さ
れ
る
。
曲
り
く
ね
っ
た
枝
と
い
ふ
の
も
、
或
い
は
天
頂
の
周
辺

に
観
察
さ
れ
る
量
（
図
7
J
、
B
、
図
1
4
）
に
由
来
す
る
も
の
か
と
も
考
へ

ら
れ
る
が
、
今
ま
で
記
し
て
来
た
も
の
程
に
は
確
信
が
持
て
な
い
。

　
も
う
一
つ
、
扶
桑
に
つ
い
て
は
一
つ
の
根
か
ら
幹
が
二
本
で
て
椅
り
合
つ
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中段古代における日の量と榊話的圖像（林）

て
る
る
と
い
ふ
所
伝
が
あ
る
。
『
文
選
』
石
動
賦
「
夕
余
響
乎
扶
桑
」
の
李
善

注
に
引
か
れ
る
『
十
洲
記
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
扶
薬
呈
示
桑
樹
、
長
数
千
丈
、
大
二
千
囲
、
両
々
同
根
生
、
更
糟
依
侮
、

　
葦
葺
名
識
扶
桑

と
、
す
な
は
ち
、
扶
桑
の
葉
は
桑
に
似
、
長
さ
数
千
丈
で
太
さ
は
二
千
人
で

手
を
拡
げ
て
囲
む
太
さ
で
あ
る
。
二
本
が
同
じ
根
か
ら
生
え
、
さ
ら
に
僑
り

か
か
り
合
っ
て
み
る
。
そ
こ
か
ら
扶
桑
と
呼
ば
れ
る
、
と
い
ふ
。
右
に
引
い

た
類
の
鏡
背
紋
の
中
の
貯
木
の
中
に
は
幹
が
縄
の
や
う
に
撚
れ
て
み
る
も
の

　
　
　
⑳

も
あ
る
が
、
こ
の
や
う
な
形
で
は
「
相
い
依
椅
す
る
」
と
は
言
へ
な
い
で
あ

ら
う
。
し
か
し
図
1
3
の
や
う
に
軽
く
一
度
交
る
表
現
も
あ
る
。
こ
の
や
う
な

形
の
も
と
に
な
っ
た
か
と
疑
は
れ
る
鍛
で
あ
れ
ば
な
い
こ
と
は
な
い
。
図
1
4

の
ご
と
き
げ
Φ
麟
9
0
霧
。
（
以
下
日
面
通
過
弧
と
訳
す
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ

の
図
は
天
頂
を
中
心
に
、
魚
眼
で
見
た
形
に
投
影
さ
れ
た
も
の
で
、
外
の
円

が
地
平
線
、
そ
の
内
が
幻
日
環
、
下
方
の
二
重
の
円
が
日
を
囲
む
内
輩
お
よ

び
薫
蒸
で
あ
る
。
点
々
で
示
さ
れ
た
の
が
日
面
通
過
弧
の
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ

ソ
で
あ
る
。
旦
字
形
を
画
く
曲
線
の
交
点
が
太
陽
で
あ
る
。
こ
の
量
は
左
右

か
ら
二
本
の
線
が
交
は
り
、
日
と
共
に
天
に
昇
っ
て
ゆ
く
わ
け
で
あ
る
。
太

陽
柱
が
木
に
な
ぞ
ら
へ
ら
れ
た
の
と
同
様
に
し
て
、
こ
れ
が
栢
ひ
依
る
二
本

の
木
の
幹
で
、
こ
れ
が
扶
桑
で
あ
り
、
そ
れ
に
依
っ
て
日
が
天
に
昇
る
、
と

考
へ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
日
面
通
過
弧
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

漠
時
代
頃
の
名
称
は
錨
で
あ
っ
た
と
考
へ
て
る
る
が
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
た

肇
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
説
明
に
紙
数
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
こ

こ
に
は
詳
論
で
き
な
い
。
ま
た
後
世
の
輩
の
図
で
ど
れ
が
そ
れ
に
当
る
か
も

今
の
所
断
言
で
き
な
い
が
、
『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
「
日
気
怪
事
貫
其
日

　
　
⑳

占
」
の
図
（
図
1
5
）
が
そ
れ
に
当
ら
う
。

　
こ
こ
で
も
う
一
度
三
星
堆
の
青
銅
製
の
神
樹
花
果
に
も
ど
り
、
頂
上
の
花

に
つ
い
て
も
う
少
し
研
究
し
て
み
よ
う
。
こ
の
花
は
中
央
に
蕾
の
や
う
な
形

の
も
の
が
あ
り
、
側
か
ら
外
反
り
の
花
辮
が
出
て
み
る
。
こ
れ
と
同
じ
も
の

は
同
じ
三
星
堆
二
号
坑
か
ら
出
土
し
た
竪
整
形
の
青
銅
黒
髭
（
図
1
6
）
の
額

の
中
央
に
も
立
っ
て
る
る
。
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
が
あ
っ
て
か
、
花
辮
は
短
か

め
で
反
り
が
少
い
。
同
じ
形
は
ま
た
同
じ
坑
か
ら
出
土
し
た
青
銅
立
人
像
の

冠
の
最
上
部
中
央
お
よ
び
そ
の
台
座
の
上
部
、
銅
像
の
立
つ
方
形
の
板
の
正

面
小
口
に
も
見
出
さ
れ
る
（
図
1
7
右
上
、
右
下
）
。
冠
の
方
は
側
面
に
出
た
花

辮
の
先
が
欠
け
て
み
る
の
で
長
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
1
7
右
下
の
例
は
花

畑
は
細
長
く
、
先
が
強
く
反
っ
て
み
る
。
図
1
6
の
や
う
な
花
蜜
の
短
い
表
現

の
花
は
股
櫨
に
あ
る
。
図
1
8
は
戦
前
の
股
嘘
西
北
岡
発
掘
の
盃
で
、
底
か
ら

こ
の
花
が
立
ち
、
そ
の
茎
に
は
環
が
は
ま
っ
て
一
対
の
龍
が
作
り
つ
け
ら
れ
、

水
を
張
る
と
花
を
め
ぐ
っ
て
龍
が
泳
ぎ
廻
る
と
い
ふ
趣
向
で
あ
る
。
図
1
9
は

股
擁
諸
藩
墓
の
遺
物
。
龍
は
な
い
が
花
と
茎
は
相
近
い
。
図
1
8
1
9
で
開
い
た107 （567）
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図19　中に蓮の花の立つ容器，安陽股櫨婦好墓 図18中に蓮の花の立つ孟，聴講総懸西北岡

’

図22長い板状の箆画嚢
　　をつける饗饗，玉器

図23長い板状の鶴形飾
　　をつける饗馨，尊，

　　広漢三星堆2号坑

　　　＝．・露’
ヒ　ドロ
賦、

・冒

　　　　亀’

贋
レ

・うし画

図24

隠

　　　　　　　　　　　　　　ste　tsgegeLki；ts：一；s：．；

長い板状の箆形飾をつける饗饗，尊，広漢三星堆2号坑

図20蓮の花を戴く鳳鳳，

　　故宮博物院
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花
辮
の
中
に
あ
る
円
味
を
も
つ
た
円
錐
形
の
も
の
に
は
細
長
い
切
り
抜
き
が

あ
り
、
そ
こ
が
つ
ぼ
ん
だ
花
曇
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
ご
と
く
で
あ
る
。

図
1
8
の
例
に
つ
い
て
先
に
中
国
古
代
の
蓬
の
花
の
象
徴
に
つ
い
て
考
察
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

へ
た
際
、
こ
れ
を
蓮
の
花
と
考
へ
た
。
三
星
堆
の
神
樹
は
頂
に
大
き
な
蓮
の

花
を
つ
け
て
み
る
こ
と
に
な
る
。
蓮
の
花
は
長
い
茎
の
上
に
咲
く
。
横
枝
の

な
い
真
直
な
太
陽
柱
の
幹
の
頂
に
着
く
花
は
、
蓮
の
花
た
る
に
ふ
さ
は
し
い
。

　
こ
こ
に
問
題
の
青
銅
製
の
神
樹
を
始
め
大
型
の
人
頭
な
ど
、
三
星
堆
の
文

化
に
は
股
に
な
い
も
の
が
あ
り
、
宗
教
に
お
い
て
相
当
独
自
な
表
現
を
持
っ

て
る
る
こ
と
は
疑
ひ
な
い
。
一
方
、
青
銅
製
の
舞
器
や
玉
器
に
は
股
を
代
表

と
す
る
華
北
の
文
化
の
宗
教
の
系
統
を
引
く
道
具
だ
て
が
あ
り
、
従
っ
て
宗

教
に
係
る
諸
観
念
、
祭
儀
を
共
通
に
し
て
み
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
ま
た

宗
教
に
係
る
観
念
の
表
現
で
あ
る
図
像
の
表
現
形
式
も
毅
そ
の
も
の
と
言
へ

る
。
例
へ
ば
三
星
堆
に
独
特
な
図
1
7
右
下
の
神
像
の
台
座
の
紋
様
の
ご
と
き

で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
、
張
本
出
土
の
毅
後
期
の
遺
物
上
に
み
る
蓮
の

花
を
三
星
堆
の
神
樹
の
花
と
比
較
す
る
こ
と
に
は
特
に
問
題
は
な
い
と
考
へ

る
。

　
右
に
見
た
所
に
よ
り
、
三
星
堆
の
神
樹
の
花
が
同
時
代
に
蓮
の
花
と
見
ら

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
漢
時
代
に
若
木
の
梢
に
咲
く
花
が
蓮
の
花
の
有
様

の
や
う
だ
、
と
記
さ
れ
た
こ
と
は
九
九
頁
に
引
い
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
お
そ
く
と
も
前
千
年
頃
に
遡
る
こ
と
が
知
ち
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
若
木
が
西
の
極
に
付
く
と
記
さ
れ
る
こ
と
を
先
に
引
い
た
（
九
九
頁
）
。

漢
時
代
頃
、
天
に
は
東
西
南
北
四
方
に
柱
が
あ
り
、
そ
の
各
々
に
極
、
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
ち
水
平
方
向
の
棟
木
が
載
っ
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
て
る
た
。
昆
命
の
西
に

あ
る
若
木
は
そ
の
内
の
西
の
棟
木
に
接
し
て
み
る
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
若

木
の
上
に
咲
く
花
は
時
と
共
に
開
い
て
ゆ
き
、
図
1
1
の
や
う
な
状
態
の
上
端

接
弧
、
お
よ
び
そ
れ
と
重
な
る
パ
リ
ー
弧
が
後
の
時
代
に
戴
と
呼
ば
れ
、

「
直
」
の
ご
と
く
で
上
が
微
か
に
持
ち
上
っ
て
み
る
と
記
さ
れ
た
こ
と
は
先

に
記
し
た
ご
と
く
で
あ
る
（
一
〇
二
頁
）
。
太
陽
の
上
方
に
「
鹿
」
の
ご
と
き

状
態
に
な
っ
た
上
端
接
弧
、
パ
リ
ー
弧
が
出
現
し
て
み
る
状
態
は
、
天
上
に

「
極
」
が
現
れ
た
形
と
雷
へ
る
。
若
木
が
西
極
に
付
く
、
と
い
ふ
の
は
こ
の

鑑
に
よ
っ
て
生
れ
た
所
伝
と
考
へ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。

　
以
前
に
中
国
古
代
に
お
け
る
蓮
の
花
の
象
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
時
、
漢

時
代
に
東
南
西
北
四
方
の
星
座
の
神
と
し
て
四
神
が
あ
り
、
中
央
の
星
座
の

代
表
で
あ
る
天
極
星
（
小
熊
座
の
竿
状
に
並
ん
だ
星
）
の
象
徴
と
し
て
は
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

像
で
蓮
の
花
（
所
謂
四
葉
形
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
た
。
そ
の
時
そ
の
星

座
中
の
一
番
明
る
い
星
β
星
が
日
を
司
り
、
帝
王
で
あ
り
、
太
一
の
座
で
あ

る
と
『
晋
書
』
天
文
志
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
陽
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
し

て
の
蓮
の
花
が
そ
こ
に
使
は
れ
た
の
だ
、
と
考
へ
た
。
す
ぐ
先
に
記
し
た
通

り
、
始
め
に
蓮
の
花
の
姿
で
あ
っ
た
量
は
時
間
の
経
過
と
共
に
開
い
て
ゆ
き
、

棒
状
に
変
化
し
て
「
極
」
に
変
る
。
つ
ま
り
蓮
の
花
と
極
と
は
一
つ
の
も
の
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の
二
つ
の
様
態
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
漢
頃
に
天
の
運
行
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

心
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
天
極
は
極
（
棟
木
）
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
は
し
い
形

で
星
が
並
ぶ
。
こ
の
極
は
貝
の
鍛
で
は
な
く
、
下
に
「
天
柱
」
が
現
れ
る
こ

と
は
な
い
と
し
て
も
、
若
木
の
上
の
極
か
ら
の
類
比
で
、
図
像
と
し
て
は
蓮

の
花
で
象
ら
れ
た
、
と
い
ふ
こ
と
は
主
要
な
説
明
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
考
へ
る
。

　
頭
上
の
冠
に
太
陽
柱
の
上
方
に
現
れ
る
蓮
の
花
を
着
け
、
同
じ
蓮
の
花
を

飾
っ
た
台
の
上
に
立
つ
図
1
7
の
神
は
、
さ
う
思
っ
て
み
る
と
頭
に
比
べ
て
不

釣
合
に
背
が
高
く
、
柱
の
や
う
で
あ
る
。
手
を
除
外
し
て
み
る
と
全
形
は
図

12

ﾌ
西
王
母
の
坐
る
昆
倉
山
、
そ
の
原
形
の
太
陽
柱
に
近
い
。
こ
れ
が
日
の

昇
降
を
司
る
神
と
い
ふ
こ
と
は
大
い
に
有
り
得
る
こ
と
と
考
へ
る
。
両
手
に

持
っ
て
る
た
も
の
に
よ
っ
て
何
か
の
手
掛
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
今
後
の

報
告
に
倹
つ
他
な
い
が
。

　
図
1
6
は
先
に
引
い
た
時
に
記
さ
な
か
っ
た
が
、
額
に
蓮
の
花
を
つ
け
る
点

に
お
い
て
、
股
、
西
周
に
数
の
多
い
竪
饗
の
中
に
類
を
見
な
い
、
極
め
て
珍

し
い
も
の
で
あ
る
。
天
の
蓮
の
花
に
象
徴
さ
れ
る
属
性
を
持
つ
た
神
と
考
へ

ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
今
の
所
明
か
で
な
い
。
図
2
0
の
鳳
鳳

は
頭
上
に
図
1
6
の
額
に
載
く
の
と
同
じ
も
の
を
着
け
る
が
、
つ
ぼ
ん
だ
花
薄

が
高
く
露
れ
て
る
る
点
は
図
2
、
3
に
近
い
。
茎
が
長
く
、
図
1
6
で
塔
婆
と

見
た
も
の
が
三
段
に
な
っ
て
み
る
。
蓮
の
花
の
下
の
若
木
の
幹
が
こ
の
や
う

な
形
に
表
は
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
素
餐
や
犠
首
で
額
に
密

な
横
線
の
入
っ
た
長
い
板
状
の
歪
形
飾
を
着
け
る
例
は
煮
ご
ろ
の
遺
物
に
少

く
な
い
。
図
2
1
の
当
該
部
分
の
上
部
、
図
2
2
～
2
4
の
当
該
部
分
が
そ
の
例
で
、

表
現
型
式
は
様
々
で
あ
る
が
、
図
2
3
の
や
う
な
弧
を
二
つ
つ
な
い
だ
形
の
横

線
の
入
る
も
の
は
、
図
2
0
の
県
警
の
頭
上
の
若
木
の
幹
の
表
現
と
形
が
近
く
、

こ
の
類
の
ヴ
ァ
リ
エ
イ
シ
ョ
ソ
と
い
ふ
こ
と
は
考
へ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

図
2
1
～
2
4
に
見
る
類
が
、
同
じ
所
に
飾
ら
れ
る
羽
子
板
形
等
の
も
の
と
比
べ
、

著
る
し
く
長
い
こ
と
は
こ
の
想
定
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
図
1
6
で
は
花

が
付
く
が
、
普
通
に
は
幹
だ
け
、
す
な
は
ち
花
な
し
の
天
柱
、
銅
柱
形
だ
け

を
着
け
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
類
の
内
、
図
2
3
の
や
う
に
弧
を

二
つ
つ
な
い
だ
も
の
を
重
ね
る
類
は
、
よ
く
龍
と
か
蛇
形
の
神
の
鱗
に
使
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
る
表
現
と
共
通
で
あ
る
。
こ
の
類
を
と
り
上
げ
た
の
は
、
先
に
扶
桑
、
若

木
の
同
類
と
し
て
注
⑨
に
引
い
た
建
木
に
つ
い
て
、
「
そ
の
状
は
牛
の
や
う

で
、
こ
れ
を
引
く
と
皮
が
あ
り
、
緩
や
黄
蛇
の
ご
と
く
だ
」
と
い
ふ
不
思
議

な
記
述
が
あ
る
こ
と
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
牛
の
や
う
だ
、
と
い
ふ

記
述
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
手
短
に
説
明
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
皮
が
黄
蛇
の
や
う
だ
、
と
い
ふ
記
載
は
、
こ
の
図
2
3
の
や
う

な
神
の
戴
く
、
蛇
の
鱗
と
同
じ
表
現
を
持
つ
た
太
陽
柱
の
象
徴
に
由
来
す
る

の
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
こ
と
を
言
は
ん
が
た
め
で
あ
る
。
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図25　双鳥の負ふ日と月，魍魎，餓眺河姻渡

累
甲
“

　
　
“
ノ
　
ノ

塀。　
　
　
動

◎
　
　
〃
ん
”

図26　双鳥の負ふ日ないし月，象牙飾板，除眺河女母渡

図27　内蚤，幻日，上端切弧Greenler　1980より
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中点古代における目の景と融話的圏像（林）

　
三
星
堆
出
土
の
「
神
樹
花
果
」
に
関
連
し
た
論
考
は
以
上
で
あ
る
。
太
陽

の
量
の
写
真
と
か
、
現
れ
方
の
図
を
見
て
み
て
他
に
中
国
古
代
の
神
話
的
図

像
が
こ
れ
で
説
明
で
き
る
は
ず
だ
、
と
気
付
い
た
こ
と
を
若
干
付
け
加
へ
て

お
き
た
い
。

　
第
一
は
以
前
に
も
引
い
た
河
番
号
文
化
の
日
月
の
図
（
図
2
5
、
2
6
）
で
、

左
右
か
ら
鳥
が
日
や
月
を
嵩
む
図
像
で
あ
る
。
天
上
で
鳥
が
日
や
月
を
運
ぶ

図
と
し
か
考
へ
様
が
な
い
が
、
疑
問
に
思
は
れ
る
の
は
、
こ
の
や
う
な
形
で

は
鳥
は
飛
べ
な
い
ど
こ
ろ
か
、
地
上
で
動
く
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
ふ
こ

と
で
あ
る
。
第
一
、
二
羽
が
一
緒
に
運
ぶ
必
要
は
な
い
。
本
当
に
鳥
が
日
や

月
を
空
中
で
運
ば
う
と
い
ふ
の
な
ら
、
例
へ
ば
漢
代
画
像
石
に
あ
る
や
う
に
、

一
羽
が
背
中
か
胸
に
密
着
さ
せ
て
、
翼
が
自
由
に
動
か
せ
る
や
う
な
形
を
と

ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
空
を
運
行
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
鳥
に
結
び
つ
け

ら
れ
た
の
は
理
解
で
き
る
。
そ
れ
が
こ
の
や
う
な
形
に
画
か
れ
る
に
つ
い
て

は
、
幻
日
、
幻
月
が
鳥
の
頭
に
見
ら
れ
た
か
ら
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
図

7
で
D
D
と
し
し
の
交
点
に
太
陽
が
あ
り
、
C
に
現
れ
る
の
が
幻
日
、
池
月

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
幻
日
は
幻
日
環
の
上
に
、
太
陽
か
ら
視
半
径
2
2
よ
り
外
の
左
右
の
位
置
に

　
現
れ
る
光
点
の
こ
と
で
、
普
通
は
白
色
で
あ
る
が
、
赤
味
が
か
つ
て
い
る

　
こ
と
も
あ
る
。
…
…
幻
日
は
太
陽
高
度
が
低
い
と
き
の
み
に
現
れ
る
。
月

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
の
場
合
は
雲
斗
と
い
う
。

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
図
5
の
写
真
の
左
方
に
そ
の
片
方
が
写
っ
て
み
る
。

図
2
7
に
は
内
鍛
、
幻
臼
、
上
端
念
写
が
写
っ
て
み
る
。
こ
の
三
種
は
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

多
く
一
緒
に
現
れ
る
と
い
ふ
。
図
2
5
は
幻
日
と
内
書
の
下
半
、
そ
れ
と
こ
の

写
真
に
は
写
っ
て
み
な
い
下
端
切
弧
（
図
7
R
B
）
を
外
向
き
の
一
対
の
鳥

に
見
た
て
た
も
の
に
相
違
な
い
。
図
2
5
で
日
の
上
に
あ
る
火
炎
形
は
上
端
野

島
に
当
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
ま
た
図
2
6
の
方
は
幻
日
と
内
最
の
下

半
を
内
向
の
一
対
の
鳥
に
瘤
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
鳥
が
物
を
空

中
に
運
ぶ
に
は
不
適
当
な
姿
勢
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
見
え
る
の
が
こ
の
や

う
に
な
っ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
理
窟
で
は
な
い
、
仕
方
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
図
2
5
で
上
端
接

弧
に
由
来
す
る
と
考
へ
た
上
辺
の
火
炎
形
、
下
端
接
弧
に
由
来
す
る
と
考
へ

た
鳥
の
足
芸
は
、
中
に
あ
る
円
の
外
に
接
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
筆

者
の
考
へ
が
正
し
い
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
掻
の
接
す
る
の
は
日
そ
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

で
は
な
く
、
そ
の
外
、
視
半
径
2
2
の
所
を
と
り
巻
く
等
量
（
図
7
）
で
あ
る

か
ら
、
図
2
5
の
円
盤
は
鼠
で
は
な
く
、
そ
れ
の
内
錐
を
象
っ
た
も
の
、
と
い

ふ
こ
と
に
な
る
。
日
そ
の
も
の
は
さ
う
す
る
と
そ
の
中
心
に
あ
る
小
さ
な
円

と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
図
2
5
で
右
図
の
円
の
内
側
に
鋸
歯
紋

が
入
れ
ら
れ
、
中
心
の
小
円
の
太
陽
か
ら
の
強
い
光
線
の
輝
き
が
内
畳
の
内

側
に
あ
る
－
図
2
7
の
写
真
に
そ
の
様
が
写
っ
て
み
る
一
の
で
あ
る
。
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図29　良渚文化神面に伴ふ

　　目と鳥の合成図像，珠，

　　上海福泉山

麓28良渚文化神面に伴ふ目と鳥の合成図像，珠，懸盤半山

図31上端接弧とパリー弧，

　　1980より

幻日，Greenler

図30良渚文化神懸の目頭の三角形

．」■圃■■■一嗣■一

∈薯聾
．e．＝7＝：n．i5；

図32三角形と円の紋様，良渚文化早期土器，

　　呉興龍南
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中食古代における日の牽と神話的圖像（林）

　
　
6

。
か

vQeew’
図33三角形と円の紋様，
　　良渚文化早期土器，

　　呉興澄湖古井

図34三角形の紋様，良
　　渚文化早期土器呉
　　興澄湖古井

図35良工文化二面の随所に嵌められた三角形，触杭嵐山

　
さ
き
に
筆
者
は
試
製
の
壁
に
つ
い
て
考
察
を
加
へ
、
漢
代
の
壁
が
日
月
そ

の
も
の
の
象
徴
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
と
共
通
す
る
性
格
　
　
大
い
な
る
陽

の
気
、
大
い
な
る
陰
の
気
の
か
た
ま
り
一
を
持
ち
、
こ
れ
は
河
栂
渡
の
中

央
に
円
の
入
っ
た
円
盤
（
図
2
5
）
の
形
で
表
は
さ
れ
た
日
月
に
由
来
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
で
は
な
い
か
と
考
へ
た
。
今
図
2
5
の
河
婦
渡
の
日
月
の
円
盤
の
中
心
の
小

円
（
本
来
何
か
が
象
嵌
さ
れ
て
る
た
）
が
日
、
月
そ
の
も
の
で
、
そ
れ
と
外

側
の
円
周
　
　
内
量
　
　
の
間
は
日
、
月
の
「
気
」
に
当
る
部
分
で
あ
る
こ

と
が
明
か
に
な
っ
た
。
壁
は
日
、
月
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
気
」
の

部
分
に
該
当
す
る
玉
器
で
あ
る
と
し
た
、
筆
者
の
先
の
判
断
が
よ
り
明
確
に

な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
、
先
に
筆
者
は
良
渚
文
化
の
逆
梯
形
器
や
そ
れ
に
神
面
を
表
は
し
た

も
の
が
河
蝿
渡
文
化
の
図
2
5
の
や
う
な
日
、
月
の
図
像
に
由
来
す
る
こ
と
に

注
意
し
、
逆
梯
形
器
等
の
膨
面
の
両
側
に
目
と
鳥
の
要
素
の
合
成
の
図
像
（
図

2
8
、
2
9
）
が
現
れ
る
の
は
河
蜘
渡
文
化
の
日
月
の
像
の
両
側
の
鳥
の
大
き
な

目
が
こ
の
形
で
再
生
し
た
と
考
へ
た
。
そ
し
て
目
と
鳥
の
要
素
の
合
成
図
像

が
股
時
代
の
青
銅
器
上
で
、
肇
雀
の
左
右
に
所
謂
蔓
龍
の
形
で
再
び
出
現
す

る
こ
と
に
注
意
し
た
。
そ
の
際
大
き
な
目
に
鉤
形
の
噴
と
か
鳥
の
頭
、
目
の

前
下
方
に
意
味
不
明
の
羽
根
の
や
う
な
突
出
物
が
加
は
る
と
い
ふ
や
う
な
何

と
も
奇
怪
な
図
像
と
記
し
た
。
図
2
7
の
幻
日
の
写
真
を
見
れ
ば
直
ち
に
覚
ら

れ
る
や
う
に
、
こ
の
図
像
は
図
2
5
、
2
6
の
頸
か
ら
下
が
消
え
、
幻
日
と
そ
の

内
側
の
内
量
の
一
部
が
、
こ
の
や
う
な
鳥
の
要
素
と
し
て
幻
日
に
付
属
し
た

図
像
で
表
は
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
股
時
代
の
も
の
も
含
め
、
各
様

な
形
を
と
る
が
、
一
々
に
つ
い
て
く
だ
く
だ
し
く
記
す
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

　
幻
日
で
説
明
で
き
る
も
の
と
し
て
さ
ら
に
次
の
も
の
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

図
2
5
の
河
媛
渡
の
日
月
を
挾
む
双
鳥
の
目
の
直
前
に
あ
る
小
さ
い
三
角
形
で

あ
る
。
先
に
毛
引
の
論
文
の
中
で
こ
れ
に
注
目
し
、
こ
れ
が
何
を
表
は
し
た

も
の
か
明
か
で
な
い
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
図
形
が
良
渚
文
化
の
野
面
の
目
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（
図
3
0
）
に
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
継
承
関
係
に
あ
る
こ
と
の
一
騎
と

　
⑭

し
た
。
河
婚
渡
の
神
鳥
の
目
の
直
前
に
加
へ
ら
れ
た
三
角
形
が
、
図
3
1
の
幻

日
と
そ
の
外
に
延
び
た
光
、
お
よ
び
内
側
の
曲
玉
の
一
部
が
加
は
つ
た
形
で

あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
図
3
0
な
ど
は
図
3
1
に
写
っ
て
み
る
や
う
な
形

を
よ
く
存
し
て
み
て
、
製
作
者
が
そ
の
由
来
に
つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
る

た
の
で
は
な
い
か
と
疑
は
れ
る
。

　
良
渚
文
化
に
は
土
器
の
紋
様
で
円
の
両
側
に
三
角
形
な
い
し
三
叉
形
を
加

へ
た
も
の
が
あ
る
（
図
3
2
、
3
3
）
。
こ
れ
ら
は
日
と
幻
日
が
そ
の
原
形
を
離

れ
て
目
玉
と
目
尻
、
目
頭
と
い
っ
た
形
に
変
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
へ

ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
幻
日
に
由
来
す
る
三
角
形
は
、
良
渚
文
化
に
お
い

て
何
か
そ
れ
だ
け
で
独
立
し
た
意
味
を
荷
つ
た
図
形
と
着
散
さ
れ
た
と
考
へ

ら
れ
る
。
図
3
4
の
や
う
な
用
例
も
見
出
さ
れ
、
図
3
5
の
や
う
に
神
面
の
随
所

に
嵌
め
こ
ま
れ
る
や
う
な
用
法
も
少
く
な
い
。
そ
の
用
法
は
他
に
も
い
ろ
い

ろ
見
廻
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
詳
論
し
な
い
。

　
幻
日
は
図
3
1
に
見
る
や
う
な
上
下
に
内
旨
と
連
な
っ
た
形
で
後
の
時
代
に

璃
と
呼
ば
れ
た
。
『
釈
名
』
釈
天
に

　
瑚
、
気
在
日
両
労
公
名
也
、
璃
、
耳
翼
、
言
得
人
耳
聖
書
両
労
也

と
、
す
な
は
ち
、
珂
と
は
気
の
日
の
両
側
に
あ
る
も
の
の
名
で
あ
る
。
瑚
と

は
耳
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
人
の
耳
が
両
側
に
あ
る
の
と
似
て
み
る
こ
と

を
言
ふ
、
と
。
『
釈
名
』
に
は
量
の
類
と
し
て
聲
と
瑚
の
二
つ
だ
け
が
挙
げ

ら
れ
て
み
る
。
割
合
と
頻
繁
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
他
に
蟻
を
原
形
と
す
る
と
思
は
れ
る
図
像
と
し
て
図
3
6
①
～
㈲
の
ご
と
き

大
波
口
文
化
の
土
器
の
記
号
、
同
図
ω
の
ご
と
き
良
渚
文
化
の
型
式
を
も
つ

た
踪
に
刻
さ
れ
た
記
号
が
あ
る
。
こ
の
類
を
文
字
と
し
て
読
ま
う
と
す
る
試

み
が
な
さ
れ
、
例
へ
ば
図
3
6
㈲
を
構
成
す
る
要
素
を
上
か
ら
順
に
日
、
火
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

山
と
見
て
こ
の
三
つ
を
合
せ
て
楷
書
の
文
字
に
改
め
る
ご
と
き
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
ら
を
文
字
と
し
て
読
む
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
文
字
と
し
て
読
ま

な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
記
号
と
し
て
如
何
な
る
要
素
で
構
成
さ
れ
て
み

る
か
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
先
づ
一
番
上
が
「
日
」
を

象
る
こ
と
は
認
め
て
よ
い
と
考
へ
る
。
こ
れ
を
日
と
し
た
場
合
、
そ
の
す
ぐ

下
の
要
素
の
各
種
に
統
一
的
な
解
釈
を
加
へ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

上
の
円
の
下
に
組
合
は
さ
れ
る
要
素
と
し
て
は
図
3
6
に
引
い
た
や
う
に
、
三

日
月
の
内
側
に
尖
り
の
出
た
形
（
同
図
ω
）
、
し
字
形
を
鏡
対
称
形
に
組
合
せ

た
形
（
同
図
②
）
、
そ
れ
と
三
日
月
形
（
同
図
㈲
ω
）
の
三
種
が
知
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
は
同
じ
要
素
と
認
め
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
従
っ
て
円
と
そ
の
下

の
こ
れ
ら
の
要
素
を
組
合
せ
た
も
の
は
同
一
の
記
号
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
か
、

さ
う
と
す
る
と
そ
れ
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
か
。
そ
れ
は
太
陽
の
澱
で
あ
る
。

図
1
0
に
引
い
た
の
は
太
陽
の
。
貯
。
口
鼓
ω
o
比
げ
。
Ω
げ
巴
。
（
以
下
外
接
門
軍
と
訳

す
）
、
パ
リ
ー
弧
、
入
れ
替
り
パ
リ
ー
弧
の
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ
ン
の
図
の
一
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中國古代におけるEIの厳と紳話的岡像（林）

㌧
ω

（2）

i36大波口文化（（1）～〔3））と良

　渚文化（（4））の記号，（1）～｛3｝，

　土器，　｛4｝，　埼ミ，　Pコ国歴i史博物

　館
（4）

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

部
で
、
太
陽
が
4
0
、
5
0
の
高
さ
に
昇
っ
た
時
の
図
で
あ
る
。

細
い
実
線
の
円
は
内
最
の
範
囲
を
示
す
。
写
真
を
見
る
と
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

輩
も
同
時
に
現
れ
て
み
る
が
、
薄
く
し
か
見
え
な
い
の
で
挿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

図
に
は
引
か
な
か
っ
た
。
図
3
6
ω
は
4
0
の
外
接
最
に
、
同
図

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
。

②
は
4
0
の
パ
リ
ー
弧
に
、
同
着
㈹
は
5
0
の
外
接
最
、
パ
リ
ー

弧
に
対
応
し
て
み
る
。
こ
れ
ら
大
波
口
文
化
の
円
の
下
に
組

合
さ
れ
る
要
素
の
各
種
は
、
時
間
の
経
過
と
共
に
形
を
変
へ

て
ゆ
く
太
陽
の
鍛
の
或
る
段
階
の
も
の
を
象
っ
た
も
の
で
、

太
陽
の
下
に
現
れ
る
同
じ
量
の
図
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
図
3
6
で
円
と
そ
の
下
の
蟻
が
密
接
し
て
み
る
贋
か
ら
、

先
に
図
2
5
に
つ
い
て
注
意
し
た
の
と
同
様
、
上
の
円
は
太
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
外
の
2
2
の
澱
（
内
燃
）
を
含
め
た
も

の
の
図
像
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

　
な
ほ
こ
こ
に
引
い
た
や
う
な
輩
は
『
晋
書
』
天
文
志
、
中

に　
気
如
半
澱
、
在
日
下
為
承

と
、
す
な
は
ち
、
気
の
半
量
の
ご
と
く
し
て
日
の
下
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
承
と
な
す
、
と
、
承
と
呼
ば
れ
て
み
る
。
『
天
元
玉
暦
祥

異
賦
』
の
「
日
下
雲
気
扁
に
図
3
6
ω
の
ご
と
く
、
内
門
軍
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に
上
反
り
の
三
日
月
形
が
画
か
れ
図
1
0
の
外
接
畳
の
4
0
5
0
と117 （577）



内
澱
の
重
複
し
た
も
の
は
『
置
合
輯
要
』
　
（
巻
九
、
三
〇
葉
）
に
「
日
有
交

輩
」
と
し
て
図
が
あ
る
。
こ
こ
に
と
り
上
げ
た
類
の
輩
が
、
後
の
時
代
に
も

中
国
世
界
で
注
意
さ
れ
て
る
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
以
上
中
国
古
代
の
図
像
、
図
形
で
鍛
と
係
り
の
あ
る
と
思
は
れ
る
も
の
を

と
り
上
げ
て
論
じ
た
。
撮
に
つ
い
て
は
○
器
Φ
巳
Φ
H
δ
。
。
O
か
ら
専
ら
知
識

を
得
た
が
、
こ
の
有
用
な
書
物
の
存
在
を
教
示
下
さ
り
、
長
い
聞
御
貸
し
下

さ
っ
た
長
崎
大
学
教
育
学
部
地
学
教
室
荒
生
公
雄
教
授
に
深
い
感
謝
の
意
を

表
し
た
い
。
ま
た
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
臼
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
…
教
授
山

田
万
尋
氏
、
平
凡
社
事
典
応
筈
室
長
柳
下
望
事
氏
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
。

併
せ
て
謝
意
を
摩
す
る
。

①
　
中
川
省
文
物
管
理
委
員
会
等
一
九
八
七
、

　
等
一
九
八
九
、
一
九
頁
。

一
三
頁
、
四
川
省
文
物
管
理
委
員
会

②
　
四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
等
一
九
八
九
、
一
九
頁
。

③
陳
一
九
八
九
、
二
〇
頁
。

④
　
同
罪
。

⑤
　
四
翔
省
文
物
管
理
委
員
会
等
～
九
八
九
、
二
頁
。

⑥
陳
一
九
八
九
、
一
九
頁
。

⑦
　
陳
一
九
入
九
、
一
七
、
一
九
、
二
〇
頁
。

⑧
　
劉
文
典
の
『
濫
南
鴻
烈
集
解
』
に
『
文
選
』
溜
安
仁
、
西
征
賦
注
諸
等
に
陽
谷

　
を
湯
谷
に
作
る
こ
と
を
引
く
。

．
⑨
他
に
建
木
と
い
ふ
木
が
あ
る
。
『
山
海
経
』
海
内
経
に

　
　
有
木
青
葉
紫
董
、
玄
華
黄
実
、
名
日
建
木
、
百
初
無
学
、
有
九
棚
（
枝
回
曲
也

　
　
…
…
）
、
下
説
九
絢
（
根
盤
曲
也
…
…
）
、
其
実
如
麻
、
其
葉
如
芒
（
芒
木
下
彙

　
梨
也
）
、
大
陣
髪
過
（
言
庖
犠
於
此
経
過
也
）
、
黄
帝
所
為
（
言
治
護
之
也
）

と
、
す
な
は
ち
、
木
が
あ
り
、
葉
は
青
、
茎
は
紫
、
花
は
赤
黒
く
実
は
黄
色
で
、

建
木
と
呼
ば
れ
る
。
百
初
の
間
枝
が
な
い
。
（
そ
の
上
方
に
）
曲
り
く
ね
っ
た
枝

が
あ
9
、
下
に
は
ぐ
ね
ぐ
ね
と
交
錯
し
た
根
が
あ
る
。
そ
の
実
は
麻
の
実
の
ご
と

く
で
葉
は
芒
の
ご
と
く
で
あ
る
（
堅
木
は
業
梨
〔
こ
り
ん
ご
〕
に
似
る
）
。
大
志
は

こ
こ
を
過
り
（
庖
犠
が
こ
こ
を
通
り
過
ぎ
た
こ
と
を
い
ふ
）
、
黄
帝
が
治
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
（
こ
れ
を
手
入
れ
し
保
護
し
た
こ
と
を
い
ふ
）
、
と
あ
る
。
幹
が
百
切

も
の
高
さ
に
わ
た
っ
て
枝
が
な
い
点
は
若
木
と
通
ず
る
が
、
上
に
曲
り
く
ね
っ
た

枝
が
あ
る
点
に
大
き
な
違
ひ
が
あ
る
。
ま
た
『
山
海
経
』
海
内
南
経
に
は
こ
の
木

に
つ
い
て

　
有
木
其
状
如
牛
…
…
其
名
日
建
木

と
、
す
な
は
ち
、
木
が
あ
っ
て
牛
の
ご
と
く
で
…
…
そ
の
名
を
建
木
と
い
ふ
、
と

あ
り
、
牛
に
似
る
と
記
さ
れ
、
柱
状
の
若
木
と
は
さ
ら
に
大
き
な
違
ひ
が
あ
る
。

ま
た
そ
の
位
澱
も
『
准
南
子
』
墜
形
訓
に

　
建
木
鼠
都
広
、
川
園
所
自
上
下
、
日
中
無
景
、
呼
而
無
病
、
蓋
天
地
之
中
也

と
、
す
な
は
ち
建
木
は
都
広
に
あ
り
。
衆
帝
の
こ
こ
か
ら
上
下
す
る
所
で
あ
る
。

日
が
中
す
る
と
影
が
な
く
、
呼
ば
は
っ
て
も
反
響
が
な
い
。
思
ふ
に
天
地
の
中
心

で
あ
る
、
と
い
ひ
、
目
の
上
下
す
る
東
西
の
果
て
と
は
相
違
す
る
。

　
や
は
り
恐
し
く
高
い
柱
状
の
木
は
他
に
も
『
山
海
経
』
中
に
あ
る
。
北
山
経
に

　
…
…
置
山
…
…
三
桑
生
之
、
其
樹
皆
無
枝
、
其
高
百
切

と
、
す
な
は
ち
、
…
但
山
が
あ
り
…
…
三
桑
が
そ
こ
に
生
え
て
み
る
。
そ
こ
の
樹
は

み
な
枝
が
な
く
、
そ
の
高
さ
は
百
切
で
あ
る
、
と
。
ま
た
海
外
北
経
に

　
三
桑
剣
舞
、
在
欧
統
東
、
其
木
長
江
切
無
目

と
、
す
な
は
ち
、
三
桑
は
枝
が
な
い
。
欧
蘇
の
東
に
あ
る
。
そ
の
木
た
る
や
長
さ

が
百
初
の
間
枝
が
な
い
、
と
。
ま
た
大
荒
北
経
に

　
東
北
海
等
外
…
…
附
論
旨
出
…
…
有
　
一
一
桑
無
声
（
皆
高
否
認
）

と
、
す
な
は
ち
東
北
の
果
…
：
・
に
附
禺
の
出
が
あ
り
：
…
・
三
桑
が
あ
り
、
枝
が
な
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申國古代における日の畢と紳話的圏像（林）

　
い
。
み
な
高
さ
思
切
あ
る
（
都
驚
行
は
『
柳
蔭
』
に
終
り
の
注
は
本
文
が
誤
っ
て

　
注
と
さ
れ
た
も
の
と
い
ふ
）
、
と
い
ふ
ご
と
き
で
あ
る
。
北
山
経
に
は
そ
の
山
の

　
木
が
み
な
枝
が
な
く
て
高
さ
が
百
切
と
い
ふ
か
ら
、
こ
れ
は
若
木
の
や
う
な
独
立

　
樹
で
は
な
い
と
見
ら
れ
て
る
た
ら
し
い
点
、
溺
に
分
頚
す
べ
き
も
の
と
見
た
方
が

　
良
さ
さ
う
で
あ
る
。
こ
の
木
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
伝
っ
て
何
か
が
昇
．
降
す
る
と
い

　
ふ
話
も
な
い
。
海
外
北
経
に

　
　
罪
質
長
千
里
、
在
拘
櫻
南
、
生
河
上
西
北

　
と
、
す
な
は
ち
尋
木
は
長
さ
千
里
、
拘
綴
の
南
に
あ
り
、
黄
河
の
ほ
と
り
の
西
北

　
に
生
え
て
み
る
、
と
い
ふ
の
も
同
様
、
日
と
の
係
り
を
飲
く
類
で
あ
る
。

⑩
　
太
陽
柱
は
平
た
い
面
を
ほ
ぼ
水
平
に
、
空
中
を
落
下
す
る
細
か
な
六
角
板
状
の

　
氷
の
結
晶
に
太
陽
光
が
反
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
れ
る
も
の
と
、
長
軸
を
ほ
ぼ

　
水
平
に
空
気
中
を
落
下
す
る
細
か
な
六
角
柱
状
の
氷
の
結
晶
の
反
財
に
よ
る
も
の

　
の
両
種
が
あ
る
。
閣
5
は
前
者
、
図
6
は
後
者
で
あ
る
こ
と
が
、
下
に
添
へ
ら
れ

　
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
み
る

　
（
Ω
話
。
三
色
6
。
。
P
℃
℃
●
O
⑦
～
謡
）
。

⑰
　
上
端
切
弧
に
つ
い
て
は
注
⑯
参
照
。
な
ほ
図
7
に
見
る
や
う
な
各
種
の
蛋
は
空

　
中
の
六
角
板
状
、
六
角
柱
状
等
の
氷
の
細
か
い
結
晶
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ

　
る
。
そ
れ
ら
が
ど
の
や
う
な
状
態
で
空
申
に
あ
り
、
太
陽
な
い
し
月
の
光
を
ど
う

　
屈
折
な
い
し
反
射
を
し
た
蒔
に
ど
の
や
う
な
螢
が
現
れ
る
か
、
と
い
ふ
や
う
な
こ

　
と
を
概
説
す
る
こ
と
は
筆
者
の
す
る
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
し
、
ま
た
こ
こ
で
は
不

　
必
要
で
あ
ら
う
。

⑫
「
砥
後
掌
十
揮
之
溝
、
以
観
妖
祥
、
辮
吉
凶
」
（
注
、
妖
祥
、
善
悪
之
徴
、
鄭

　
司
全
市
、
輝
謂
段
光
黒
也
）

⑬
こ
の
方
は
赤
く
な
い
。
『
晋
書
』
天
文
志
、
中
に

　
　
青
赤
気
長
而
立
日
労
為
直

　
と
、
す
な
は
ち
、
青
と
赤
の
気
で
長
く
し
て
日
の
労
に
立
つ
の
を
直
と
な
す
、
と

　
い
ふ
の
に
相
当
す
る
。

⑭
図
9
の
右
に
「
燈
有
背
碑
直
虻
」
と
あ
る
「
背
」
は
左
右
の
単
線
の
弧
形
の
最
、

　
「
翼
」
は
そ
の
内
側
に
つ
い
た
二
重
の
線
の
弧
で
表
は
さ
れ
た
最
で
あ
る
。

　
な
ほ
他
に
『
開
元
占
経
』
日
溜
一
、
日
変
色
の
項
に

　
　
荊
夕
占
日
、
嘱
託
嵐
、
一
竿
赤
如
血
、
有
事
王
、
以
宿
百
事

　
と
い
ふ
赤
い
竿
も
太
陽
柱
と
思
は
れ
る
。

⑬
正
野
一
九
五
八
、
一
四
四
頁
。

⑯
　
上
端
接
弧
も
パ
リ
ー
弧
も
空
中
の
六
角
柱
状
の
細
か
い
氷
の
結
晶
に
よ
っ
て
太

　
陽
光
線
が
屈
折
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
晶
が
長
軸
を

　
ほ
ぼ
水
平
に
、
圓
曝
し
て
み
る
と
上
端
及
び
下
端
接
弧
が
生
れ
、
同
じ
形
の
結
晶

　
が
長
軸
を
水
平
に
、
相
対
す
る
面
が
水
平
乃
至
垂
直
で
あ
る
暗
に
夫
々
パ
リ
ー
弧

　
と
入
れ
替
り
パ
リ
ー
弧
（
巴
8
ヨ
舞
㊦
－
唱
⇔
羅
）
、
p
「
。
）
が
生
れ
る
。
太
陽
の
光
線
の

　
通
る
空
気
の
異
な
っ
た
層
の
中
に
こ
の
二
種
の
異
な
っ
た
氷
の
結
晶
の
状
態
が
あ

　
る
と
、
荷
者
が
重
な
っ
て
見
え
る
こ
と
に
な
る
、
と
説
明
ざ
れ
る
（
O
話
㊦
三
9

　
ら
。
。
P
忌
月
・
き
～
自
）
。

⑰
こ
れ
は
六
角
平
板
状
の
氷
の
結
晶
の
反
射
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
の
高
さ

　
に
よ
っ
て
形
、
高
さ
は
少
し
つ
つ
変
化
す
る
。
六
角
柱
状
の
氷
の
結
晶
の
反
射
に

　
よ
る
も
の
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
（
Ω
器
。
三
㊦
「
δ
。
。
ρ
艶
α
Q
・
。
。
－
“
、
。
。
ふ
参
照
）

⑱
林
一
九
八
九
、
三
七
～
三
九
頁
。

⑲
　
こ
の
照
字
『
文
選
細
蟹
』
に
よ
る
。

⑳
林
一
九
八
九
、
三
〇
頁
、
図
2
3
。

⑳
　
『
漢
書
』
天
文
志
「
輩
適
背
穴
」
に
つ
い
て
注
に
引
か
れ
る
孟
康
の
解
釈
に

　
　
穴
多
作
錨
、
詩
形
如
玉
門

　
と
い
ふ
。
こ
の
鑛
は
鯛
、
錨
と
も
書
か
れ
、
弧
形
に
難
曲
し
、
先
の
尖
っ
た
、
結

　
び
自
を
解
く
道
具
で
あ
る
（
林
一
九
七
六
（
編
）
、
図
2
一
卿
）
。
同
注
口
引
の
如

　
淳
の
説
に

　
　
有
気
刺
無
為
錨
、
錨
、
節
日
也

　
と
言
ふ
。
目
を
刺
す
澱
と
い
ふ
と
幻
日
環
と
日
面
通
過
弧
で
あ
る
が
、
鍋
の
や
う
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に
轡
曲
し
た
も
の
と
い
ふ
と
後
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
螢
の
旦
矛
形
の
縦
半
分

　
だ
け
が
見
え
る
と
（
中
国
気
象
局
一
九
七
六
、
図
9
0
）
丁
度
錨
形
に
な
る
。

⑫
　
　
『
管
無
輯
要
』
巻
九
、
二
四
「
気
相
交
穿
」
の
相
似
た
図
な
ど
が
こ
れ
の
写
し

　
崩
れ
と
も
見
得
よ
う
。

⑳
　
林
一
九
八
九
、
　
二
五
血
ハ
胃
貝
。

⑭
林
一
九
八
九
、
一
三
頁
。

⑤
林
｝
九
八
九
、
二
三
六
～
二
四
二
頁
。

⑳
　
漢
時
代
頃
の
恒
星
運
動
の
中
心
で
あ
る
星
は
小
瀟
瀟
の
一
列
に
並
ん
だ
星
の
北

　
へ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
（
林
一
九
八
九
、
二
四
〇
頁
）

⑳
林
一
九
八
穴
、
図
版
5
1
摺
、
1
0
一
鷹
、
1
1
1
3
8
等
。

⑱
　
南
陽
漢
代
画
像
石
編
輯
委
員
会
一
九
八
五
、
五
一
八
～
五
二
四
。

⑭
正
野
一
九
五
八
、
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

⑳
9
Φ
㊦
巳
鶏
δ
。
。
ρ
や
ト
。
。
。
・

⑭
　
林
　
九
九
一
、
三
四
〇
頁
。

＠
　
林
…
九
九
一
、
三
〇
八
～
三
一
〇
頁
。

⑳
　
林
一
九
九
　
、
三
一
〇
頁
。

⑭
　
林
一
九
九
一
、
二
九
九
～
三
〇
〇
頁
。

⑯
　
図
3
1
の
写
真
で
幻
日
の
外
に
長
く
延
び
て
み
る
光
は
、
空
中
を
落
ち
て
く
る
水

　
平
に
近
い
六
角
板
状
の
氷
の
細
か
い
結
晶
を
、
最
小
偏
角
よ
り
も
大
き
い
角
度
で

　
属
折
し
た
太
陽
光
線
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
（
O
器
①
巳
。
門
お
。
。
9
℃
』
刈
）
。

　
幻
日
は
太
陽
が
低
い
晴
は
実
景
と
同
じ
位
置
に
で
き
、
日
が
昇
る
に
つ
れ
て
少
し

　
つ
つ
外
に
．
離
れ
て
ゆ
く
（
○
お
①
巳
興
お
Q
。
P
唱
・
b
。
刈
）
。

⑳
　

王
一
九
八
⊥
ハ
、
　
二
四
－
λ
～
二
五
〇
百
ハ
。

⑰
　
林
一
九
九
〇
、
注
③
。

⑳
　
図
3
6
樹
の
記
号
は
以
前
に
同
図
Q
時
の
形
と
し
て
報
ぜ
ら
れ
、
筆
者
も
そ
れ
を
引

　
用
し
た
（
林
一
九
九
〇
、
　
一
一
九
～
一
二
〇
頁
）
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
秋
か
ら

　
中
国
歴
史
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
遺
物
に
は
、
図
3
6
叫
に
示
し
た
や
う
な
記
号
が

　
刻
ま
れ
て
み
た
。

⑳
　
O
話
。
巳
。
『
一
〇
。
。
P
勺
一
■
b
。
温
ω
～
一
9

　
　
　
　
　
　
　
　
む

⑳
　
グ
リ
…
ソ
ラ
ー
は
4
0
の
パ
リ
ー
弧
の
形
は
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ
ソ
で
は
知
ら
れ
る

　
が
報
告
さ
れ
た
例
は
な
い
、
と
記
す
（
○
器
①
乱
。
撹
5
。
。
ρ
や
潰
）
。

⑧
　
　
『
開
元
占
経
』
巻
七
、
日
承
の
項
所
引
の
夏
氏
も
同
じ
こ
と
を
記
す
。

　
図
出
所
目
録

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
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川
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文
物
管
理
委
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九
八
九
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四
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漢
市
文
物
管
理
処
展
示
、
筆
者
写
真

筆
名
写
真
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。
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．
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話
〇
三
㊤
ち
Q
。
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r
Q
。
ム
■

正
野
一
九
五
八
、
第
6
・
1
0
図

『
天
元
玉
麿
祥
異
賦
』
（
内
閣
文
庫
、
明
写
本
）

『
管
窺
輯
｝
嬰
』
巻
九
、
三
六
曲
茶

○
器
①
三
鶏
お
◎
。
ρ
凄
σ
q
・
悼
ム
O
．

Ω
器
①
巳
窪
ち
。
。
ρ
鷲
σ
q
．
b
。
i
掃
①
◆

林
一
九
八
九
、
第
五
章
附
図
2

林
一
九
八
九
、
第
二
章
、
図
2
2

0
屋
〇
三
塁
お
。
。
P
霊
σ
q
噸
ω
1
ω
O
・

『
天
元
玉
暦
日
異
賦
』
（
内
幕
文
庫
、
明
写
本
）

四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
等
一
九
八
九
、
図
版
三
、
3

左
、
問
右
、
図
占
ハ
、
下
右
、
同
μ
、
図
笹
下
、
上
右
、
筆
者
図

陳
一
九
五
四
、
図
版
八
、
図
1
0
甲

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
、
彩
版
五
、
1

楊
一
九
八
六
、
七
五

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
、
図
＝
二
、
2
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中國古代における日の彙と榊話的圃像（林）

図図図図図図図図図國図図図図図
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筆
者
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本

四
用
省
文
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員
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等
｝
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八
九
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四
〇

同
右
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図
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四
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図
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四
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図
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江
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研
究
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一
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九
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八

筆
者
写
真
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江
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究
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九
八
九
、
図
六
九

〇
δ
〇
三
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P
勺
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●
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●

蘇
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博
物
館
等
一
九
九
〇
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図
四
八
、
1
～
3

南
京
博
物
二
等
一
九
入
五
、
図
二
六
、
1

同
右
、
図
二
六
、
2

漸
江
省
文
物
考
古
研
究
所
等
一
九
八
九
、
図
一
五
九

ω
　
王
一
九
九
一
、
図
四

②
　
同
右
、
図
五

㈹
　
計
石
、
図
七

叫
　
観
覧
者
撮
影
写
真
よ
り
筆
考
描
き
起
し

　
引
用
文
献
目
録

王
樹
明
｝
九
八
六
「
憂
身
陽
白
襲
字
並
村
出
土
詳
言
尊
〃
文
字
”
」
『
山
東
史
前
文
化

　
　
論
文
集
隔
済
爾

王
樹
明
一
九
九
一
「
大
波
隣
文
化
発
現
陶
尊
与
陶
文
字
綜
述
」
『
故
宮
文
物
月
刊
』

　
　
九
四
、
五
八
～
七
三
頁

四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
、
照
川
省
文
物
考
古
研
究
所
、
四
川
省
白
子
県
文
物
局
一

　
　
九
八
七
「
広
漢
三
星
堆
遣
竣
｝
号
祭
祀
坑
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
｝
九
八
七
、
一

　
　
〇
、
一
～
一
五
頁

四
川
省
文
物
管
理
委
員
会
、
四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
、
広
漢
市
文
化
局
、
文
管
所

　
　
一
九
八
九
「
広
漢
三
星
堆
遣
祉
二
号
祭
祀
坑
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
八
九
、

　
　
五
、
一
～
二
〇
頁

正
野
重
方
一
九
五
八
『
気
象
学
総
論
』
（
『
気
象
学
講
座
』
第
一
巻
）
、
地
人
書
館

漸
江
省
文
物
考
古
研
究
所
、
上
海
市
文
物
管
理
委
員
会
、
南
京
博
物
院
一
九
八
九
『
良

　
　
渚
文
化
玉
器
』
北
京

蘇
州
博
物
館
、
呉
興
県
文
物
管
理
委
員
会
一
九
九
〇
、
「
江
蘇
呉
興
雲
南
新
石
器
蒔

　
　
代
村
落
遣
肚
第
一
、
二
次
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
一
九
九
〇
、
七
、
一
～
二
七
頁

中
園
［
気
象
局
　
九
七
穴
『
由
占
醐
鞭
富
図
』
北
山
尽

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
｝
九
八
○
『
股
虚
婦
好
墓
』
北
京

陳
顕
丹
一
九
八
九
「
三
星
堆
一
、
二
号
坑
幾
個
問
題
的
研
究
」
『
四
川
文
物
』
一
九

　
　
八
九
、
広
漢
三
星
堆
雪
赴
研
究
専
輯
、
一
一
～
二
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頁

陳
夢
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一
九
五
四
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代
鋼
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神
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